
農福連携事例紹介 ニンジン包装作業（施設内就労）

概要

生産者が収穫・洗浄・調整・選別したニンジンを施設に持込み，包装作業を行っている。

手順

１ ニンジンをコンテナから取り出す。

２ 同じくらい大きさのの規格品（２～５本）を計量器に載せ,総重量が規定の重量になるよう

調整し,トレイに入れる。

※まれに生産者が見逃した規格外品（割れ,腐れ,大きすぎるもの等）があるので取り除く。

３ トレイからニンジンを取り出し,向きをそろえて袋に入れる。

４ 袋の口をねじり,パックシーラーでとじる。

５ 向きをそろえて通函に入れる。

写真

計量,袋入れ,袋とじをを分担して行う コンテナからニンジンを取り出し,計量

計量時に規格外品を取り除く 計量後,トレイに入れる（１トレイに２組まで）

計量済みニンジンを袋に入れる 袋の口をねじり,パックシーラーでとじる



※ この事例においては，生産者が午前中に収穫したニンジンを午後に施設に持ち込み，施設で

は翌日の午前中に包装作業を行うことが多かった。また，包装されたニンジンは，納受品後

直ちに生産者によって市内の集荷センターに搬送されていた。

（令和２年８月１８日 旭川市農政部農業振興課作成）

包装したニンジンは,通函に向きをそろえて入れる

納受品時は生産者と利用者で協力して積み卸し・積み込み等を行う

袋へのラベル貼付は一人で随時実施していいる


